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(date/acquaintance rape : DAR) J 、 「被害者の身近にいる“重要な他者 (significantothers : 80s) "J r男性




第 1 章から第 3 章では、性被害を取り巻く諸問題についての先行研究を概観した。第 1 章では性被害に関する国内
外の定義や被害調査、主な心理・精神的影響を、第 2 章では被害/被害者に関する偏見 (rape myth) と、 “重要な他
者 (significant others : 80s) "を含む社会の反応を取り上げ、続く第 3 章では「顔見知りの間で起こる性被害
(date/acquaintance rape : DAR) J と「男性が受ける性被害 (male rape) J について概説した。
第 4 章から第 6 章はく実証的研究>とし、 3 つの調査を通して上記の問題点 4 つに主に着目して検討を行った。第
4 章(研究 1 )では、 “日本の男女学生における性被害の実態"調査を行った。その結果、女性の 74.0%、男性の
25.0%が何らかの被害経験を持ち、レイプ(既遂)被害率は女性のみで 3.4%、それらは全て DAR 被害者で、社会に
広く流布している性被害に関する偏見 (rape myth) にみられる特徴にはあてはまらず、警察への通報は行われてい
なかった。 r最も傷ついた被害経験」にもレイプを選んだ、者は全員が調査実施時点まで、に被害事実の開示を行ってお
らず、その背景には他者からの反応を恐れる様子も伺えた。また、全回答者の約 3 害IJが近しい他者から被害の開示を




ての結果からは、被害に対する偏見 (rape myth) の是正と性教育の重要性が浮き彫りとなった。
次に第 5 章(研究 2) では、旧文部省委嘱事業の調査研究計画の一環として、 W r女性に対する暴力」の被害に関
。U
する調査研究』を行い、その一部として「レイフ。被害に関する意識調査」を実施した。その結果、男性は女性に比べ
て rape myth を肯定的に捉えていることがわかった。特に DAR 事例では加害者である男性側の責任は軽く、レイプ
にあたるとは認識しておらず、被害者の傷つきも少ないとしていることがわかり、その傾向は婚姻関係にある男女の
ケース (marital rape) でより著しかった。また、女性は、いわゆる「女性側の“隙"を責める事例」や被害者の抵
抗が見られない事例に関しては、男性よりも被害者に対して厳しい見方をしていることも明らかとなった。
つづいて第 6 章(研究 3) では、研究 1 、 2 を通して浮かび上がってきた問題を受けて、さまざまな rape myth や
具体的な性行為を例示し、被害や被害者に対する心理について、 80s へのニーズと共に調査を行った。その結果研究






















あり、被害の開示を受けた人の 7 割以上がサポートを必要とし、調査対象になった男子大学生の 25%、女子大学生の
74%が何らかの被害経験をもち、男性は女性より性被害に関する偏見が強いなどの傾向が見られた。この結果から、
被害者の支援だけでなく、一般市民に対する啓発活動の重要性が示唆された。本論又は博士(人間科学)学位論文と
して十分に価値あるものと判定した。
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